
２０１６年  １２月  １８日  

 主 日 礼 拝  

①８時半～    ②１０時半～   ③夜７時～ 

 司  会  ①石井師   ②久保 寿一兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師   ②白川 達男兄  ③石井師 

賛  美  讃美歌１１１番 ＆「メリークリスマス」 

十  戒 

聖  書  ①詩篇１６篇６～１１節 

②ルカによる福音１章13～17節 

特別賛美  WINGS 

メッセージ ①｢思い通りにいかないから人生は面白い｣大川師 

      ②「光の道への案内人ヨハネ」石井 潤牧師 

献  金  讃美歌９８番      [献金当番：青木姉・渡辺姉] 

祝  祷             

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「あなたはわが力」                   
礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 

《今週のお知らせ》 

１．本日第二礼拝後、信州ハム「年末特別販売」が行われます。ご利用下さい！ 

２．今週の祈り会は、①木曜は午前 10 時半～,②夜７時半～，メッセージは、 

梅津補教師(大和祈祷会映像)。③土曜夜８時～，準備祈祷会（石井牧師）。 

３．木曜お昼～、上田市大手家庭集会。☆金曜夜７時～、映画｢復活｣上映会。 

４．来週の日曜は「クリスマス礼拝＆祝会」を行います。昼食は持寄りです。 

５．今年も一年守られたことを感謝し｢年末感謝献金｣をささげましょう！ 

                  │   

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１２/１８～/２５〕 

date 本日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
ヨナ 

１－４章 
ミカ 

１－３章 
４・ 
５章 

６・ 
７章 

ナホム 
１－３章 

ハバクク 
１－３章 

ゼパニヤ 
１－３章 

４－ 
６章 

新約 
黙示録 
９章 

１０章 １１章 １２章 １３章 １４章 １５章 １６章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

2017/1/１(日):初詣礼拝（11 時のみ・昼食なし） 



 
 
 
 
 
 
 
 
｢ここにひとりの人があって、神からつかわされていた。その名をヨハネと言っ

た。この人はあかしのためにきた。光についてあかしをし、彼によってすべて

の人が信じるためである。｣             ヨハネ福音書１章6･7節 
 

ある老夫婦に特別なことが起きた。それは信仰の祖、アブラハムとサラに与えられたイサク

にも似ているが、それにも勝るとも劣らぬ、救い主の直前を歩み、そして、すべての人々をそ

の主に備えるための存在だった。その名はヨハネと言った。 

先日、武井先生の大和でのメッセージの前に、先生の脚本で上演された「シンデレラ」の

人形劇を観ました。良く知った内容でしたが、一つだけ大きな発見がありました。それは、「シ

ンデレラ」という名前の意味が「灰かぶり」というママははやその娘たちに付けられたあだ名だっ

たこと。その意味は埃っぽくて汚いというイメージでしょうか。そして、そんな埃っぽくて汚い存在

が、特別な王子様の妃になるというハッピーエンドなお話し。実はシンデレラは私たち一人一

人を指していて、王子様はイエス様。罪で汚れた私たち「灰かぶり」な存在を心から愛して、

結婚までしたいと願っておられるお方がイエス様です。どうして、イエス様は私たちと結婚した

いと願っているのか？それは、けなげでも、その汚れた状況を認め、受け入れ、一生懸命生

きている存在をイエス様は心から愛していてくださるのです。そして、汚れた私たちをそのまま

愛し、抱きしめてくださるのです。私たちを責める、ママははやお姉さんたちの言葉に傷つくシ

ンデレラですが、神様の約束は決して変わらないのです。 

クリスマスはそのすべての全人類の「シンデレラ」たちを救うために、王子様であり、救い主

であるイエス様が希望の光となってこの地上にやって来られた素晴らしいときです。その希望

の光を紹介するためにその半年前にこの地上に生まれたのはバプテスマのヨハネです。暗闇

に光が映し出されれば、誰もが気づくでしょうが、現代のように様々な教えや情報が入り乱

れている状況ではなかなか見つけにくいものです。ヨハネの時代ももともとあった伝統的な宗

教が彼らの目を見えなくしていました。 

ヨハネは戦う預言者というイメージが強く、とてもお堅いイメージがありますが、ガブリエルが

ザカリヤに語ったヨハネの存在は、「喜びと楽しみをもたらす」存在として表現されています。

「楽しみ」という言葉は、「歓喜」とか「小躍りして喜ぶ」という喜びが非常に大きく、思わずリア

クションしたくなるという意味の言葉です。きっと、ヨハネはいつも主の喜びに満たされて、ダン

スばかりしていたかもしれません。ルカ福音書の主要なテーマでもある「喜び」は、クリスマスの

テーマでもあります。すべての暗闇を吹き飛ばすような「喜び」をこのシーズンに味わいましょう! 

「光の道への案内人ヨハネ」 
～喜びのダンサー、バプテスマのヨハネ～ 


